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1 導入と会話のスキルⅠ
情報交換

保護者はPEERSでどんなことを学ぶことができるのでしょう？

１．子どもが友だちを作ったり，友だち関係を続けていったりする方法を学ぶのをサポートするには？
２．子どもが，自分に合った友だちを見つけるのをうまくサポートするには？
３．子どもが新しい人と知り合ったり，友だち関係を深めたりするための力を育てるには？
４．子どもが，社会的な場面での人との関わりを通して自立心を育むことをサポートするには？

方　法

１．毎回の子どもセッションでは，子どもにとって少し難しい社会的な場面にどう対応したら良いか
を端的に伝えます。

２．各セッションの内容は，保護者に知らせます。
３．各セッション時間中に，子どもは教えられたスキルを実際にリハーサルします。
４．学んだスキルを練習するために，毎週家庭や学校で行う宿題があります。
５．前週の宿題は，次の週の保護者／子ども，それぞれのセッションで振り返りをします。
６．このグループでは，保護者に次の2つの大切な役割があります。

ａ．子どもが，他の子どもたちと出会える活動に参加できるよう協力する。
ｂ．子どもが，友だちと学校外で遊ぶプランをサポートする。

PEERSでは扱わないこと

１．このグループは，心理的な病や発達課題を見つけることを助けるものではありません。
２．子どもがスキルを上達させるには，皆さんが毎回の保護者セッションに参加すること，そして開

始時間に遅れないように来ることが重要です。
３．毎週の宿題をしようという姿勢がなければ，子どものスキルは上達しません。
４．あなたの子どもが，グループの他のメンバーと友だち関係になることはないかもしれませんが，

それは問題ではありません。これはスキルのトレーニンググループであって，グループ内で友だ
ちを見つけることが目的のグループではないからです。

ひとつ大切な約束事は，このセッションがすべて終わるまでは，グループ内のメンバーと一緒
に遊ぶこと（メールなどのやりとりも）は許されていないということです。
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５．このトレーニングでは，子どものすべての問題を扱うのではなく，友だち関係に焦点を当ててい
ます。

セッション

情報交換のルール

⿎相手に，その人自身のことを尋ねる（例：興味あることや趣味など）。
⿎相手が話し終わったら，自分から相手に投げかけた質問に自分で答える。

－自分のことを相手に話して，共有します。（例：興味・好きなこと・趣味など）
⿎共通の興味を見つける。

－あなたが相手に話せることを選んで決めておきます。
－あなたが相手と一緒にできる活動を選んでおきます。
－相手がしたくないと思っていることはないかを見つけて，もしあれば，それは避けましょう。

⿎会話の独り占めをしない（一緒におしゃべりをする）。
－話している相手が，あなたに質問をしたり，意見を言ったりする機会を作りましょう。

ときどき話を止めて，相手の人が会話を進められるようにします。
もし相手の人が何も言わなかったら，別の質問をしたり，意見を言ったりしてみましょう。

－相手があなたとのおしゃべりに興味をもっているかどうか，確かめることが必要な場合があり 
ます。
お互いが話していますか？
（あなたに話しかけていますか？／質問をしますか？）

アイコンタクトは取れていますか？
どこかに行こうとしていませんか？
身体表現（ボディランゲージ）からわかることは何ですか？
（例：あなたのほうを見ていますか？／顔をそらしていませんか？）

－自分の自慢話をしないようにします。
－相手の話に途中で割り込みません。

⿎質問攻めにしない。
次々と質問をしないようにします。
相手に質問したら，次に自分のことを話します。

⿎最初は，あまり個人的なことは話さない。
－最初から個人的な話をすると，相手を不快な気持ちにさせるかもしれません。
－これから先，あなたとあまり話したいとは思わなくなるかもしれません。
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宿　題

１．（子どもと保護者で）情報交換の練習をする。
ａ．練習する前に，子どもと情報交換のルールについて復習します。
ｂ．次週のグループセッションで発表できる（保護者と子どもの）共通の興味を見つけます。

２．グループ内電話（あるいは，ビデオチャット）をする。
ａ．電話の前

ⅰ．保護者は，今日のグループセッションから帰る前に，電話をかける日程について相手の
方と話し合います。

ⅱ．電話で話す日時と，どちらからかけるかを決めましょう。
ⅲ．電話の間，保護者はどこにいるかを子どもと話し合っておきます。
ⅳ．電話をかける前に，子どもと情報交換するときのルール（今日のレッスン）を復習しま

しょう。
ｂ．電話の間

ⅰ．子どもたちは，この電話で情報交換をします。
ⅱ．次のセッションで発表できるように共通の興味を見つけます。

ｃ．電話の後
ⅰ．保護者は子どもと，電話の会話について振り返りながら，共通の興味が何だったかを明

確にし，何か問題があったら解決します。

宿題のサポートの仕方

⿎問題の解決
－もし子どもが新しいスキルを使うのに戸惑っているようなときは，具体的な方法を提案してあげ

てください。
提案する場合は「○○○○はどうかな？」という形で伝えると良いでしょう。

⿎例：「この次に情報交換するときは『○○さんは何をするのが好きなの？』とか聞いてみるの
はどうかな？」

子どもが何か間違ったことをしたとしても，そのことを言いすぎないようにします。
⿎間違いを指摘しすぎると，子どもに自信を失わせることになるかもしれません。
⿎例：「正しいやり方で情報交換してなかったよ」
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2 会話のスキルⅡ
双方向会話

友だちが見つかる場（活動）の例

子どもの興味 関連した活動の例

コンピュータ コンピュータクラブに入る，コンピュータキャンプに参加する
コンピュータのクラスを受講する，友だちとウェブサイトを作る

ビデオゲーム
コンピュータゲーム

ゲームクラブに入る，友だちとビデオゲームをする，
友だちとゲーム機やソフトが売っている店に行く

将棋・囲碁 将棋・囲碁クラブに入る，友だちと将棋・囲碁をする，将棋・囲碁キャンプに参
加する

映画 映画クラブに入る，友だちと映画を見に行く，友だちとDVDを見る

テレビ 友だちと一緒に好きな番組を見る

マンガ本 マンガ本の大会に参加する，マンガ本を友だちと貸し借り／交換／一緒に読む，友
だちとマンガ本の店に行く，アートクラスを受講する

スポーツ チームに入る，リクリエーションセンターでスポーツをする，テレビでスポーツイ
ベントを見る，友だちとスポーツイベントに行く，スポーツキャンプに参加する

車 友だちと車の展示会に行く，車の店に連れて行く，友だちと車に関する雑誌を見
る

電車 友だちと交通科学館に行く，友だちと電車を見に行く，友だちと電車に関する雑
誌を見る，友だちと電車に乗って出かける，電車好きの集まりなどに参加する

音楽
友だちとコンサートに行く，友だちと音楽を聞く，友だちと音楽ビデオを見る，友
だちと音楽関連の雑誌を見る，学校でバンドやオーケストラに所属する，音楽教
室に参加する，友だちとバンドを結成する

科学 科学クラブに入る，サイエンスキャンプに参加する，友だちと科学博物館に行く，
科学の講座を受講する

写真
写真クラブに入る，学校のアルバム作成委員になる，フォトジャーナリズム（写
真を提示して記事を書く）の講義を受ける，友だちと写真を撮る，友だちと写真
に関するウェブサイトを作る
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双方向会話をするためのルール

⿎情報交換をする（第1セッションの復習）
－相手にその人自身のことを尋ねる
－自分が相手にした質問に自分が答える
－共通の興味を見つける
－会話の独り占めをしない
－質問攻めにしない
－最初は，あまり個人的なことは話さない

⿎なんでもあり質問をする
⿎追いかけ質問をする
⿎同じ話を繰り返さない
⿎相手の話を聞く
⿎取り締まりをしたり，からかったりしない
⿎まじめにする
⿎声のボリュームをコントロールする
⿎人と適切な距離を取る
⿎適度なアイコンタクトを取る

宿　題

１．友だちが見つかるかもしれない場を探す。
ａ．保護者は，子どもの興味に基づいた学校外での新しい活動の場を，少なくとも1つは見つけ

て情報を集めます。
２．保護者は子どもと，情報交換と双方向会話の練習をする。

ａ．子どもと双方向会話のルールを復習してから練習を始めます。
ｂ．共通の興味を見つけます。

３．グループ内電話（あるいはビデオチャット）をする。
ａ．電話の前

ⅰ．グループセッションから帰る前に，誰といつ電話をするのかを確認します。
ⅱ．電話をかけている間，保護者はどこにいて，どんな役割をするのかを子どもと話し合い

ます。
ｂ．電話の間

ⅰ．子どもたちは，情報交換と双方向会話をします。
ⅱ．次週のセッションで発表できるように，共通の興味を見つけましょう。

ｃ．電話の後
ⅰ．保護者と子どもは電話での会話を振り返り，共通の興味が何だったかを考えます。
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3 会話のスキルⅢ
電子通信コミュニケーション

〈さまざまな仲間グループ例〉

学校のクラブ仲間 勉強好きの子どもグループ 非行グループ

同じファッションが好きな仲間 将棋・囲碁クラブ仲間 ロックグループ

人気者グループ ゲーム好き仲間 ヒップホップグループ

生徒会メンバー ボランティアグループ 読書好き仲間

演劇クラブ 数学好き仲間 特定のアーティストファン

コーラスクラブ コンピュータオタク 音楽が好きなグループ

元気者グループ バンド仲間 同じスポーツが好きな仲間

スポーツクラブ仲間 科学オタク サイクリング仲間

歴史が好きな仲間 鉄道好き仲間 イラスト好き仲間

芸術家タイプグループ 何かに熱中している人たち 歌好き・カラオケ仲間

アニメオタク コスプレ仲間 人種・文化・宗教などのグループ

電話での会話を始めて終えるためのルール

⿎会話を始める
－自分が誰であるかを言います。「もしもし，こちらは○○です」
－あなたが電話で話したい人の名前を伝えて，正しいところに掛けているかを確認します。
「○○さんのおたくですか？」「○○さんの電話ですか？」

－自分が電話をかけた相手が話せるかどうかを尋ねます。「今，○○さんと話せますか？」
－なぜ電話をかけたのかについて，カバーストーリー（簡単な理由）を伝えます。

⿎会話を終える
－少し長い間が空くのを待ちます（例：話題が変わるとき）。
－なぜ電話を切らなければならないかについて，カバーストーリー（簡単な理由）を伝えます。

保護者がカバーストーリーを考えるサポートをしても良いでしょう。
－相手に，話ができて楽しかったと伝えます。
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－相手に，また話をするか会うかしようと伝えます。
－「バイバイ（さようなら）」と言います。

〈カバーストーリーの例〉

あなたが電話をかけた理由 あなたが電話を切らなければならない理由

「今どうしてるかなあと思って」 「ちょっと出かけなくちゃいけないから」

「最近どうしてるか聞きたくて」 「そろそろ終わったほうがいいよね」

「宿題のことが知りたくてかけたの」 「宿題を終わらせなくちゃ」

「しばらく話してなかったから」 「今，晩御飯の時間になったから」

「元気にしているかなって思って」 「お母さんが，電話使うんだって」

留守番電話にメッセージを残すルール

⿎あなたの名前を言います。
⿎誰に電話をかけたかを伝えます。
⿎いつ電話をかけているかを言います。
⿎電話をかけたカバーストーリー（簡単な理由）を伝えます。
⿎あなたの電話番号を残します。
⿎「さようなら」を言います。

電話／テキストメッセージ／インスタントメッセージ／メールをするためのルール

⿎あまりよく知らない人へテキストメッセージやインスタントメッセージ，メールなどをするときは，
カバーストーリーを使います。
－親しい人とコンタクトをとるときは，カバーストーリーは必要ありません。
－もしあなたが相手にはじめてコンタクトを取るときは，カバーストーリーを伝えるのがベスト 

です。

⿎許可なしコンタクトは避ける
－あなたに直接，電話番号やメールアドレス，スクリーンネームを教えてくれていない人に連絡を

取ることは避けます。
－電話番号やメールアドレス，スクリーンネームを伝えるということは，あなたにコンタクトを取っ

てもいいよという許可を与えたことになります。
－連絡を取る前に，相手とコンタクトを取るための情報を尋ねます。

これは，あなたにコンタクトを取ってもよいという許可を与えることになります。
－フェイスブックやLINEなどのSNSで誰かと友だちになろうとする場合は，まず実際に相手のこ

とを知っていなければなりません。
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⿎2（ツゥー）メッセージルールを使う
－相手の反応（返事）がないのに，続けて2つ以上のメッセージを残すことはやめます。
－2メッセージルールの例外：フェイスブックやLINEなどのSNSで誰かと友だちになろうとする

場合，相手にはあなたのリクエストを“受け入れる”か“無視する”かの選択肢があります。
もし相手が，あなたの最初のリクエストを無視したら，再び試みることはやめます。

⿎あまり個人的なことは話さない

インターネットを使用するうえでのルール

⿎子どもたちは，新しい友だちを作るためにインターネットを使うべきではありません。
－決して知らない人にネットで個人情報を提供してはいけません。
－インターネットを通して知らない人と会う約束をしてはいけません。
－フェイスブックやLINEなどのSNSで知らない人からの招待状を受け入れてはいけません。
－知らない人が子どもたちのアカウントに近づいてくることを防ぐために，保護者は，子どもたち

がフェイスブックやLINEなどのSNSでプライバシー設定をするのを手伝ってください。
⿎インターネットは，すでに友だち関係にある相手とより強い友だち付き合いをするために最も有効

です。
－情報交換をしたり，一緒に遊ぶプランを立てたりすることに役立ちます。

⿎保護者は，自分の子どもが安全に責任を持って利用しているかを確認するために，子どもたちが見
ているSNSをさりげなくモニターしましょう。
－これは，保護者がその友だちが子どもにとって適切な相手であるかを垣間見る機会となります。

⿎子どもたちは，ネットいじめをしてはいけません。
－人をからかってはいけません。
－もし誰かが子どもにネットいじめをしてきたら，子どもを守るために，子どもの友だちの力を借

りることが助けになるかもしれません。
－もしネットいじめが起こったり，暴力的なおどしが見られたりしたら，子どもは大人に知らせな

ければなりません。
保護者は，学校に知らせて介入してもらう必要があるかもしれません。
保護者は，ネットの管理者に連絡する必要があるかもしれません。

宿　題

１．友だちが見つかるかもしれない場所を探す（この時点では，まだ子どもたちは関わらせません）。
ａ．保護者は，子どもの興味に基づいた課外活動を少なくとも1つ見つけて調べます。
ｂ．保護者は，次のことを明確にします。

ⅰ．子どもが友だちを探すのにどんなグループが合うと思うか？
ⅱ．子どもに一番合うのはどんなグループだと考えているか？
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２．子どもは保護者とカバーストーリーを使った電話の会話練習をする。
ａ．電話をかけるときのルール（カバーストーリーを使うことも含む）を復習します。
ｂ．情報交換をして，共通の興味を見つけます。

３．グループ内電話をする（あるいは，ビデオチャット）。
ａ．子どもたちは，この電話で情報交換します。
ｂ．次回のセッションで発表できるように，共通の興味を見つけましょう。
ｃ．電話のかけ方，切り方，カバーストーリーを使うことも含めて，ルールに従います。

４．自分の好きなものをもってくる。
ａ．グループで紹介できる自分の好きなものをもってきます。

（例：CD，雑誌，ゲーム，本，写真など）
ｂ．グループのメンバーと，もってきたものについて一対一で情報交換できるように準備してお

きます。
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4 自分に合った友だちを選ぶ

自分に合う友だちが見つかる場

⿎学校で新しい友だちを作ることを励ましましょう。
－授業の前後
－休み時間
－昼食時間

⿎学校で，他の人と関われる可能性がある趣味を始めたり，興味をもっていることに取り組めるよう
にサポートします（学校に電話したり，学校のホームページを見たりして，クラブのリストを入手
します）。
－囲碁将棋クラブ
－コンピュータクラブ
－科学クラブ
－ビデオゲームクラブ
－アニメクラブ

⿎学校で，放課後の課外活動に参加するように励ましましょう。
－スポーツチーム
－学校のアルバム作り委員会
－委員会活動や生徒会活動
－バンドやオーケストラ
－地域や校内のボランティア
－放課後のさまざまなプログラム

⿎地域でリクリエーション活動を探したり，レジャー活動に参加したりすることをすすめましょう（特
に，もし学校であなたの子どもの評判が悪い場合は，学校外で探します）。
－ボーイスカウト・ガールスカウト
－YMCA・YWCA
－地域のスポーツクラブ
－演劇クラブ・ダンス教室・音楽教室
－コンピュータ教室・数学クラブ
－空手・剣道・柔道教室
－地域のボランティア・教室
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－趣味の教室
－教会や寺院などの子どもたち向け活動グループ
－子ども向けブッククラブ

⿎同世代の子どもと関われそうな場所に連れて行きます（事前に，そこが非行などの危険な活動につ
ながる場ではないかチェックしておきます）。
－レクリエーションセンター
－地域の公園（野球やキャッチボールなど）
－地域のプール
－スポーツジム
－スポーツクラブ
－図書館

宿　題

１．友だちが見つかる場を探す。
ａ．子どもたちは，日頃関わっていない，またそのグループの人とは情報交換をしていない新し

いグループを探します。
ⅰ．共通の興味を見つけましょう。
ⅱ．保護者は，子どもが自分に合ったグループを見つけられるようにサポートしましょう。

ｂ．保護者は，子どもの興味に基づいた課外活動について子どもと話し合い，何に参加するか決
めます。そして，その活動に申し込みます。
ⅰ．望ましい課外活動の基準

１．毎週，あるいは月2回は活動がある。
２．同世代の子どもが参加しているグループ。
３．他の参加者と自由に関われる時間がある活動。
４．今からの2～3週間以内にスタートできる活動。
５．保護者が，子どもがその活動に取り組むサポートをすることが可能な活動。

２．グループ内電話（あるいはビデオチャット）をする。
ａ．電話の前

ⅰ．会話練習をする相手とスケジュール調整をし，電話をかける日時を決定します。
ⅱ．電話の間，保護者がどこにいて，どのようなサポートするのかを子どもと話し合ってお

きます。
ⅲ．保護者と子どもは，電話の前後でステップの練習をすると良いでしょう。

ｂ．電話の間
ⅰ．子どもは，この電話で情報交換をします。
ⅱ．グループで発表できるように共通の興味を見つけます。
ⅲ．電話をかける・切る，またカバーストーリーを使うなどのルールに従います。
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ｃ．電話の後
ⅰ．保護者と子どもは，電話での会話について以下のことを振り返りましょう。

１．共通の興味は見つかったか。
２．カバーストーリーは何だったか。
３．どのように電話の会話を始めて終えたか。

ⅱ．保護者は，もし子どもたちが困っていることがあったら，問題解決ができるようにサポー
トしましょう。

１．グループ外電話（あるいはビデオチャット）をする。
ａ．電話の前

ⅰ．保護者は，子どもがPEERSグループ以外の誰かに電話をかけられるように準備し，サ
ポートします。

ⅱ．子どもが心地良く会話できそうな相手を選びます。
ⅲ．会話の間，保護者がどこにいるかを子どもと話し合っておきます。

ｂ．電話の間
ⅰ．子どもは，この電話で情報交換をします。
ⅱ．グループで発表できるように，共通の興味を見つけます。
ⅲ．双方向会話のルールに従います。
ⅳ．電話での会話を始める・終える，またカバーストーリーを使うなどのルールを活用し 

ます。
ｃ．電話の後

ⅰ．保護者は，子どもと電話での会話について話し合い，共通の興味が何だったか明確にし
ます。

ⅱ．保護者は，もし子どもが何かで困っていたら，問題解決できるようにサポートしま 
しょう。

４．自分の好きなものをもってくる。
ａ．グループで紹介できる自分の好きなものを1つもってきます（例：CD，雑誌，ゲーム，本，

写真など）。
ｂ．グループのメンバーと，もってきたものについて一対一で情報交換できるように準備してお

きます。
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5 ユーモアの適切な使い方

ユーモアの使い方のルール

⿎誰かにはじめて出会ったときは，真面目にします。
－相手の人は，あなたのユーモアセンスを理解していないかもしれません。

相手の人は，あなたが自分たちをからかっていると思うかもしれません。
相手の人は，あなたのことをおかしいと思うかもしれません。

⿎同じ冗談を繰り返して言いません。
－同じ人の前で，一度言った冗談を繰り返してはいけません。
－人々がすでに知っている冗談を繰り返すことは避けます。

すでに聞いたことがある冗談は，おもしろくありません。
⿎ユーモアは自分の年齢に合ったものであるべきです。

－10代の子どもたちは，大人が使う冗談を言うことは避けましょう。
⿎“人を傷つける冗談”は避けます。

－他の家庭の経済事情に関わる冗談を言ってはいけません。
－人種・倫理・宗教などに関する冗談は言ってはいけません。

⿎一部の人だけにわかる“内輪ネタ”は避けます。
－内輪ネタは少数の人だけがわかる冗談です。場が限定されていたり，特定の仲間だけに共有され

ていたりするようなものです。
－あなたが，その意味を説明したいと思っていない限り，内輪ネタを意味がわからない人に言って

はいけません。
⿎“下品な冗談”は避けます。

－下品な冗談というのは，一般的には性的な内容です。
－下品な冗談はしばしば他の人を不愉快な気持ちにさせ，あなたの評判を悪くするかもしれません。

⿎冗談を言っていいときかどうかを考えます。
⿎あなたのユーモアがどんな風に受け止められたか（反応）に注意を向けます。

－もし，あなたが冗談を言う人になろうとしているなら，他の人があなたのことを面白いと思って
いるかどうかに注意しましょう。
相手の人たちが，あなたのことを面白いと思っていないサインには次のようなものがあります。

⿎笑いません。
⿎作り笑いを見せます。
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作り笑いというのは，その人がマナーとして笑顔を見せているのであって，実際には面白
いと感じてはいない状態です。

⿎戸惑っているように見えます。
⿎あなたのことか，あなたの言った冗談をばかにします。
（例：目をくるっと動かす，皮肉っぽいコメントをする）

⿎その場から離れていきます。
⿎あなたのことを笑います。

－相手があなたのことを笑っているのか，あなたと一緒に笑っているのかに気づくことは大切です。
これに気づくためには，あなたは相手の反応をしっかりと見なければなりません。

⿎ただ相手の笑っているのを聞いているだけでは，正しい反応はわかりません。

ユーモアへのフィードバック（反応）

〈あなたのことを笑っている場合〉 〈あなたと一緒に笑っている場合〉

笑って，目をくるっと動かす おかしいポイント（オチ）で笑って，笑顔になる

他の人を見てから笑う あなたの冗談やユーモアセンスを褒める

冗談を言い終わらないうちに笑う 「それはおもしいよ！」と言って笑顔になる

笑う前に，長い間がある 「それは覚えておこう！」と言う

皮肉っぽく「きみって面白いね～」と言ったり，
目をくるっと動かしたりする

「きみっておもしろいよね」と言って笑顔になる

⿎みんなが冗談を言う人になる必要はないということを覚えておきましょう。
－あなたは，冗談を聞く人にもなることができます。

友だちを笑わせることより，あなたが友だちと一緒に笑うことができるようになることが大切
です。

冗談を言う人になることは，とても難しいことです。
⿎とてもおもしろい冗談を言える人は少数です。
⿎ほとんどの人が，冗談を聞く人になるほうが上手です。
⿎冗談を聞く人も，時には冗談を言うかもしれません。でもその人たちは，いつも冗談を言ったり，

あえて積極的におかしくしようとしたりしません。

ユーモアの反応を受けてすべきこと

⿎もしあなたの受け取った反応が，あなたのことを笑っているというものだったら―
－もっと真面目に振る舞いましょう。
－冗談を言う人はやめましょう。
－冗談を聞く人になってみましょう。

⿎もしあなたの受け取った反応が，あなたと一緒に笑っているというものだったら―
－誰かとはじめて知り合ったときは真面目にします。
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－同じ冗談を繰り返し言いません。
－年齢に合った冗談だけを言います。
－人を傷つける冗談は避けます。
－相手がわからない内輪ネタは避けます。
－下品な冗談は避けます。
－今冗談を言って良いときかどうかを考えます。
－あなたの冗談がどう受け止められたかに注意をします。

宿　題

１．ユーモアへの反応を見る。
ａ．子どもは，ユーモアへの反応に注意を払う必要があります。

ⅰ．子どもは，人があなたのことを笑っているのか，あなたと一緒に笑っているのか，全く
笑っていないのかに気づくことが大切です。

ⅱ．子どもは保護者と，ユーモアの反応について話し合いします。
１．子どもと保護者は，子どもがこれからより冗談を言う人になるのか，冗談を聞く人

になるかを話し合って決めます。
２．友だちが見つかる場を探す。

ａ．子どもたちは，日頃関わっていない新しいグループを探して，そのグループの誰かと情報交
換をします。

ｂ．保護者は，子どもの興味に基づいた課外活動について子どもと話し合い，どの活動を始める
かを決め，申し込みをします。

３．グループ内電話（あるいはビデオチャット）をする。
ａ．電話の前

ⅰ．会話練習をする相手とスケジュール調整をし，日時を決定します。
ⅱ．電話の間，保護者がどこにいて，どのようなサポートするのかを子どもと話し合ってお

きます。
ⅲ．保護者と子どもは，電話の前後でステップの練習をすると良いでしょう。

ｂ．電話の間
ⅰ．子どもは，この電話で情報交換をします。
ⅱ．グループで発表できるように共通の興味を見つけます。
ⅲ．電話をかけるとき・切るとき，またカバーストーリーを使うことのルールに従います。

ｃ．電話の後
ⅰ．保護者は，子どもと電話での会話について以下のことを振り返りましょう。

１．共通の興味は見つかったか。
２．カバーストーリーは何だったか。
３．どのように電話の会話を始めて終えたか。

ⅱ．保護者は，もし子どもたちが困っていることがあったら，問題解決ができるようにサポー
トしましょう。
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４．グループ外電話（あるいはビデオチャット）をする。
ａ．電話の前

ⅰ．保護者は，子どもがグループ外の誰かに電話をかけられるように準備し，サポートしま
す。

ⅱ．子どもが心地よく会話できそうな相手を選びます。
ⅲ．会話の間，保護者がどこにいるかを子どもと話し合っておきます。

ｂ．電話の間
ⅰ．子どもは，この電話で情報交換をします。
ⅱ．グループで発表できるように，共通の興味を見つけます。
ⅲ．双方向会話のルールに従います。
ⅳ．電話での会話を始める・終える，そしてカバーストーリーを言うルールを使います。

ｃ．電話の後
ⅰ．保護者は，子どもと電話での会話について話し合い，共通の興味は何だったか振り返り

ます。
ⅱ．保護者は，もし子どもが何かで困っていたら，問題解決できるようにサポートしま 

しょう。
５．自分の好きなものをもってくる。

ａ．グループで紹介できる自分の好きなものを1つもってきます（例：CD，雑誌，ゲーム，本，
写真など）。

ｂ．グループのメンバーと，もってきたものについて一対一で情報交換できるように準備をして
おきます。
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6 仲間に入るⅠ
会話に入る

会話に入るステップ

１．見る／聞く
ａ．あなたが会話に加わろうとする前に，その会話を見て，聞きます。

ⅰ．あなたが実際に加わる前に，その人たちが何について話をしているか知っておくことが
必要です。

ⅱ．その会話に，あなたが何か提供できる話題があるかどうかを知る必要があります。
ⅲ．もしあなたが，その人たちが何について話しているのかを知らないで会話に入ろうとし

たら，あなたはただその会話の邪魔をすることになるでしょう。
ｂ．会話をしている人たちのなかに，自分の知っている人がいるかを見ます。

ⅰ．少なくとも一人知っている人がいたら，会話に入りやすくなります。
ⅱ.（知っている人がいたら）グループの人たちがあなたを受け入れてくれる可能性は大きい

です。
ｃ．その人たちの会話に自分が入りたいかどうかを考えるために，もう少し近くに移動します（あ

まり近づきすぎないように気をつけます）。
ｄ．その人たちが良い雰囲気で話をしているか，さりげなく耳を傾けます。

ⅰ．もし良い雰囲気で話をしていなかったら，別のグループを探します。
ｅ．話題が，自分に理解できるものかどうかを確認します。
ｆ．その会話から，自分との共通の興味を見つけます。
ｇ．そのグループへの興味を示します。

ⅰ．関連のあるところで，軽く笑ったり，笑顔を見せたりします。
ⅱ．賛成の時は，首を（縦に）振ります。

ｈ．時々，視線を合わせます（アイコンタクト）。
ⅰ．じっと見ません―盗み聞きしているように見えます。

２．待つ
ａ．次の3つのうち，いずれかのタイミングを待ちます。

ⅰ．会話のちょっとした間や途切れ。
ⅱ．もし間が開かなかったら，適切なタイミング（例：話題が変わるとき）で，それほど会

話の邪魔にならないとき。
ⅲ．グループから受け入れてもらえているようなサインが見えたとき。
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３．加わる
ａ．会話に入る理由を用意する（例：その会話で自分が話せそうなこと）。
ｂ．少し近づく（片腕くらいの距離を離して），でも近づきすぎない。
ｃ．コメントを言う，質問をする，会話に関係するものをもってくる。
ｄ．あまり個人的な話をしない。
ｅ．相手の人やグループが受け入れてくれているかどうかを見る。

ⅰ．グループ人たちは，あなたと目を合わせますか？
ⅱ．グループからあなたへコメントはありますか？
ⅲ．グループの人たちはあなたの方に身体を向けていますか？（例：話の輪に入れてくれて

いるか）
ｆ．時々視線を外す（相手に嫌な思いをさせたり，相手から拒否されたりすることを防ぎます）。

ⅰ．じっと目を見つづけない。
ⅱ．時々グループを見て，それ以外のときはグループから視線を外す。

ｇ．一人でしゃべる人にならない―最初はあなたが話すより，相手の話を聞きます。
ｈ．もし彼らがあなたのことを無視したり，あなたに会話に入ってほしくなかったりするようだっ

たら，気にしないで他の人を探しましょう。

宿　題

１．子どもたちは心地よい関係にある，少なくとも2人以上の会話に入る練習をする。
ａ．会話の前

ⅰ．子どもが受け入れられやすく（例：拒否されるリスクの低いところ），悪い評判のない場
を考えましょう。

ⅱ．保護者と子どもは，その試みをする前に，会話に入るためのステップをリハーサルする
と良いでしょう。

ｂ．会話の間
ⅰ．会話に入るためのステップに従います。

ｃ．会話に入った後
ⅰ．保護者と子どもは，子どもがどのように会話に入ったかを振り返ります。
ⅱ．保護者は，もし何か問題が起こっていたら，解決ができるようにサポートしましょう。

２．グループ内電話（あるいはビデオチャット）をする。
ａ．電話の前

ⅰ．会話練習をする相手とスケジュール調整をし，日時を決定します。
ⅱ．電話の間，保護者がどこにいて，どのようなサポートするのかを子どもと話し合ってお

きます。
ⅲ．保護者と子どもは，電話の前後でステップの練習をすると良いでしょう。

ｂ．電話の間
ⅰ．子どもは，この電話で情報交換をします。
ⅱ．グループで発表できるように共通の興味を見つけます。
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ⅲ．電話をかけるとき・切るとき，またカバーストーリーを使うことのルールに従います。
ｃ．電話の後

ⅰ．保護者と子どもは，電話での会話について，以下のことを振り返りましょう。
１．共通の興味は見つけたか。
２．カバーストーリーは何だったか。
３．どのように電話の会話を始めて終えたか。

ⅱ．保護者は，もし子どもたちが困っていることがあったら，問題解決ができるようにサポー
トしましょう。

３．グループ外電話（あるいはビデオチャット）をする。
ａ．電話の前

ⅰ．保護者は，子どもがグループ外の誰かに電話をかけられるように準備し，サポートし 
ます。

ⅱ．子どもが心地よく会話できそうな相手を選びます。
ⅲ．会話の間，保護者がどこにいるかを子どもと話し合っておきます。

ｂ．電話の間
ⅰ．子どもは，この電話で情報交換をします。
ⅱ．グループで発表できるように，共通の興味を見つけます。
ⅲ．双方向会話のルールに従います。
ⅳ．電話での会話を始める・終える，そしてカバーストーリーを言うルールを使います。

ｃ．電話の後
ⅰ．保護者は，子どもと電話での会話について話し合い，共通の興味は何だったか振り返り

ます。
ⅱ．保護者は，もし子どもが何かで困っていたら，問題解決できるようにサポートしま 

しょう。
４．ユーモアの反応を見る練習をする。

ａ．子どもたちは，家族や友だちとユーモアの反応を見る練習をします。
ｂ．子どもは，ユーモアの反応に注意を向けるべきです。

ⅰ．子どもは，相手の人々が，自分のことを笑っているのか，自分と一緒に笑っているのか，
あるいは全く笑っていないのかを見分けます。

ⅱ．子どもは，ユーモアの反応について保護者と話し合います。
１．子どもと保護者は，子どもが冗談を言う人か，冗談を聞く人かを決めます。

５．自分の好きなものをもってくる。
ａ．グループで紹介できる自分の好きなものを1つもってきます（例：CD，雑誌，ゲーム，本，

写真など）。
ｂ．グループのメンバーと，もってきたものについて一対一で情報交換できるように準備をして

おきます。
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7 仲間に入るⅡ
会話から抜ける

受け入れてもらえない理由 次回どうする？

彼らが，自分たちだけで話したいと思っている 後で，もう一度試してみる

彼らが，違ったレベルでの話をしている 違うグループで試してみる

彼らが，新しい友だちを作りたいと思っていない 違うグループで試してみる

彼らが，仲間で固まっている 違うグループで試してみる

彼らが，徒党を組んでいる 違うグループで試してみる

彼らのなかで，あなたについて悪い噂が流れている
かもしれない

しばらくはあまり目立たないようにして，かなり経っ
てから，再び試してみる

彼らが，あなたが加わろうとしていることに気づい
ていなかった 後で，ルールに従って，また試してみる

あなたが，会話に入るルールのうち，何かに違反し
ていた 後で，ルールに従って，また試してみる

あなたが，あまりにも個人的な話をしすぎた 後で，ルールに従って，また違うグループで試して
みる

会話から抜けるステップ

⿎相手が自分に興味をもっているかをチェックします。
－相手が自分との会話に，興味を示していないサインがあるかを見ます。
－もし，そのグループがあなたとの会話に興味がないようだったら，気にせず次に進みます。
（下のステップを見る）

－会話に入る試みの50％はうまくいかないということを，心に留めておきます。
そのことを自分のせいだと思う必要はありません。
今後，またチャレンジすることをあきらめないでください。

－もしあなたがこのことを潔く受け入れられたら，次の機会にはあなたを会話に入れてくれるかも
しれません。
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⿎会話から抜けるステップ
１．落ち着きましょう。
２．グループから視線を外します―アイコンタクトを取るのをやめます。
３．身体の向きを変えます―ゆっくり身体を反対のほうへ向けます。
４．その場を離れます―静かにその場から移動します。

もし，あなたが最初はその会話に受け入れられ，しばらくして外されているように見えるときは，
－その会話から抜ける簡単なカバーストーリーを言いましょう。

これは，もしあなたがすでに3～4回の会話のやりとりをしている場合に必要となります。
あなたはもうその会話に加わっているので，カバーストーリーは必要です。何も言わずにその

場を離れると，唐突で相手を戸惑わせることになります。
カバーストーリーは，短くてあまり具体的でないものが良いでしょう。
なぜなら，そのグループはあなたと話すことにもう興味をもっていないので，あなたがどこに

行くかはそれほど気に留めていないと思われるからです。
－カバーストーリーの例

じゃあ，授業に行かないといけないから。
じゃあ，行くね。
ちょっと行かなくちゃ。
元気でね。
またね！

－この場合，あなたは気持ちを落ち着かせますが，そのあとの視線を外す，身体の向きを変える，
そしてその場を離れるというステップは行いません。

宿　題

１．少なくとも2人以上の子どもたちの会話に入る練習をする。
ａ．会話に入る前

ⅰ．少なくとも一人は知っている人がいるグループを選びましょう。
ⅱ．受け入れられやすく（例：拒否されるリスクの低いところ），悪い評判のないところを考

えましょう。新しいグループを探す必要があるかもしれません。
ⅲ．保護者は子どもと，実際に試みる前に，会話に入るためのステップをリハーサルすると

良いでしょう。
ｂ．会話に入る間

ⅰ．会話に入るためのステップに従います。
ⅱ．もし受け入れられなかったら―会話から抜けるステップを使います。

ｃ．会話に入った後
ⅰ．保護者と子どもは，子どもがどのように会話に入ったか，またどのように会話から抜け
たか（そのような場面になっていたら）について話し合います。

ⅱ．保護者は，もし子どもが何か問題が起こっていたら，問題解決ができるようにサポート
します。
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２．グループ外電話（あるいはビデオチャット）をする。
ａ．電話の前

ⅰ．保護者は，子どもがグループのメンバー以外の誰かに電話をかけられるように準備し，
サポートします。

ⅱ．会話の間，保護者がどこにいるかを子どもと話し合っておきます。
ｂ．電話の間

ⅰ．子どもは，この電話で情報交換をします。
ⅱ．グループで発表できるように，共通の興味を見つけます。
ⅲ．双方向会話のルールに従います。
ⅳ．電話での会話を始める・終える，そしてカバーストーリーを言うというルールを使いま

す。
ｃ．電話の後

ⅰ．保護者は，子どもと電話での会話について話し合い，共通の興味が何だったかを振り返
ります。

ⅱ．保護者は，もし子どもが何か困っていたら，問題解決できるようにサポートしましょう。
３．室内ゲームをもってくる。

ａ．グループで一緒に遊べる室内ゲームをもってきます（例：年齢に合ったボードゲームやカー
ドゲームなど）。

ｂ．次のようなものはもってきません。
ⅰ．グループのメンバーと一緒に遊びたくないもの。
ⅱ．壊れたり，なくしたりすることが心配なもの。
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8 一緒に遊ぶ

一緒に遊ぶ活動の具体例

食事時間の活動 ペアで楽しめるスポーツ
バーベキュー
レストランで食事
おやつタイム
一緒にクッキング
外（公園など）でピクニック（お弁当やお菓子を

もっていって食べること）
お菓子作り

スイミング
スケートボード
サイクリング
ローラースケート
テニス
卓球
キャッチボール

グループで楽しむスポーツ 出かけていく遊び
バスケットボール
野球
サッカー
ハンドボール
バレーボール
バドミントン

映画
ボーリング
ビデオ店
ゲームセンター
ショッピングモール
コミケ（漫画が好きな人の集まり）
本屋（漫画本など含む）
ゲーム店
コンサート
カラオケ

室内遊び 屋外の遊びや活動の場
音楽を聴くこと
映画のレンタル
テレビの視聴
ボードゲーム／カードゲーム
コンピュータゲーム／ビデオゲーム
インターネット（You Tubeなど）
オンラインネットワークサイト（SNS）
雑誌
卓球
ダーツ

遊園地
地域の公園
お祭り
地域のイベント
野外活動センター
海山川など
（上記のさまざまなスポーツ）
バッティングセンター
スキーリゾート（スキー，スノーボード）
ビーチリゾート（サーフィング，ウインドサーフィ

ング，スイミング，セーリング）
ゴルフ場

＊上記の活動場所に，危険な環境や問題が起こりそうな要因がないかどうか，事前にチェックしておくこと。
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楽しく自宅で遊ぶための保護者の役割

⿎家庭で安全で心地よい環境を整えます。
子どもの友だちにあなたの家で遊ぶにあたって，ある程度のプライバシーを許します。
お菓子を提供する際に，子どもたちの会話をチェックします。

⿎さりげなく子どもたちの様子を観察します。
⿎お菓子をもっていく以外では，子どもたちの会話に入り込みません。
⿎ヒント：子どもたちの遊んでいる様子をモニターするために，時々お菓子をもっていき，様子を見

ます。
兄弟を遊びに加わらせてはいけません。
子どもが，自分や友だちの共通の興味に基づいた遊びを準備できるようにサポートしましょう。

－一緒に遊びはじめる前に，少なくとも50％以上の時間は情報交換に使うべきであることを，子ど
もに思い出させます。

－はじめての家庭での遊びは，子どもたちのプレッシャーを小さくするために，2時間以上になら
ないようにしましょう（活動内容による）。
子どもの友だちが，お互いに飽きてしまうより，もう少し遊びたいなあという思いをもちなが

ら帰るほうが望ましいです。
⿎子どもが，遊びを終えるためのカバーストーリー（遊びを終わる簡単な理由）を用意するのを手伝

います（たとえば，「もうすぐご飯の時間だから，そろそろ終わろう」）。

楽しく自宅で遊ぶための子どもの役割

一緒に遊ぶ前に
⿎一緒に遊ぶ前に，友だちと，あなたが何をして，誰と一緒に遊ぶのかを決めます（誰と，何を，ど
こで，いつ）

⿎いくつかの遊びの準備をします。
－DVD，ビデオなど
－ビデオゲーム，コンピュータゲーム
－ボードゲーム，カードゲーム
－スポーツの道具

⿎遊びにきた人たちに触られたくないものは，事前に片づけておきます。
⿎自分の部屋が気持ちよい場となるように片づけます。

遊びを始めるステップ
１．ゲスト（友だち）を玄関で出迎えます。
２．友だちが入りやすいように，玄関のドアを開けて迎え入れます。
３．一緒に遊ぶメンバーのなかにお互い知らない人がいる場合は，紹介します。
４．もしあなたの家に来るのがはじめてだったら，簡単に家のなかを案内します（例：自分の部屋，

トイレ，居間など）。
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５．友だちに，何か飲み物か食べ物をすすめます。
６．友だちに，何をして遊びたいかを尋ねます（たとえ，事前に何をするかを決めていても）。

遊びの間のルール
⿎あなたの家では，ゲスト（呼ばれた人）が何をするかを選びます。
⿎あなたがゲスト（友だちの家に招待されているとき）であるときは，その家の人がリードするのに

任せます（誰もが，本当はゲストが選ぶということを知っているわけではない）。
⿎友だちを褒めます。
⿎友だちに良い言葉をかけます。
⿎勝ち負けにこだわりすぎないように遊びます。
⿎友だちに対して，誠実に振る舞います。

－友だちと議論をしたり，相手を批判したり，からかったりしません。
－もし他の人が友だちをからかったりしたら，その友だちを守るために意見を言います。
－別の友だちに話すために，一人の友だちを無視してはいけません。

遊んでいるときに，もし誰かが予告なく電話をしてきたり，家に立ち寄ったりしたら，
⿎その人を家に招き入れてはいけません。
⿎その人と話すために，今一緒に遊んでいる人を無視してはいけません。
⿎（電話の場合）「今忙しいからあとでかけるね」と伝えましょう。

（それが一緒にいる友だちの考えでない限り）遊びの最中に，メールやインスタントメッセー
ジ，テキストメッセージなどを送ったりしません。

⿎もし，活動に飽きてきたら，変えることを提案しましょう。
－もし飽きてきたら，「これが終わったら，他のことをして遊ばない？」と言いましょう。
－もしあなたの友だちが，あなたの提案したことをしたくない場合は，友だちに次の活動を選んで

もらいます。
⿎少なくとも遊び時間の50％は，会話をして情報交換をします。

遊びを終えるステップ
１．活動の間が空くのを待ちます。
２．遊びを終わって帰るためのカバーストーリーを言います（例：「もうそろそろ，帰らなくちゃ」「宿

題をしなければならないから」）。
－なぜ遊びを終わらなければならないかについてのカバーストーリーを，保護者が伝えることも

可能です。
３．玄関まで，友だちを送っていきます。
４．一緒に遊んだことへの感謝の気持ちを伝えます。
５．もし楽しい時間を過ごすことができたら，そのことを友だちに伝えます。
６．「さよなら」「また会おうね」と言います。
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宿　題

１．子どもたちは，友だちを家に呼んで遊びます
ａ．一緒に遊ぶ予定を立てるためにグループ外電話をします。

ⅰ．共通の興味を見つけるために情報交換します。
ⅱ．一緒に遊ぶときに何をするのかを決めます。

ｂ．保護者は，少し離れたところで，遊んでいる様子をモニターします。
ｃ．遊びは，何か一緒に活動をするものにします。
ｄ．最初の遊びは，約2時間までに制限します（活動による）。

２．少なくとも2人以上の子どもの会話に入る練習をします。
ａ．少なくとも，グループの一人は知っているという会話を選ぶようにします。
ｂ．あなたが受け入れられやすく，また悪い評判がないと思われる場を選びます（例：拒否され

る可能性が低い場）。新しい場を探す必要があるかもしれません。
ｃ．保護者と子どもは，どのように会話に入って，抜けたのか（そのような場面があれば）につ

いて話し合います。
ｄ．もし何か問題が起こっていたら，保護者は子どもが問題解決することをサポートしましょう。

３．室内ゲームをもってくる。
ａ．グループで一緒に遊べる室内ゲームをもってきます。

（例：年齢に合ったボードゲームやカードゲームなど。一人遊びのゲームは外します）
ｂ．次のようなものは持ってきません。

ⅰ．グループのメンバーと一緒に遊びたくないもの。
ⅱ．壊れたり，なくしたりすることが心配なもの。
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9 スポーツマンシップ

スポーツマンシップのルール

⿎友だちを褒める。
－ゲームの間のほめ言葉の例

いいね！
惜しかったね
うまい！（ナイスショット）
よくがんばったね！
ハイタッチする
親指を立てる（グー！）
ゲンコツを軽く当てる

⿎遊び（試合）の間，審判をしない。
－他のプレーヤーに対して指示したり，偉そうにしたりしません。
－10代の子どもたちは，偉そうに振る舞う友だちとは遊びたがらないものです。

⿎コーチにならない。
－友だちが頼まない限り，アドバイスをすることで“助けて”あげようとしてはいけません。
－たとえあなたは助けてあげようとしているだけだったとしても，偉そうに見えるかもしれません。
－10代の子どもたちは，自分たちに指示をする人とは遊びたがらないものです。

⿎一緒に使ったり，交代したりする。
－スポーツの試合で，ボールを独り占めする人にならない。
－もしあなたがビデオゲームをしたら，コントローラーを交代で使いましょう。

もしあなたが一緒に使わず，交代しなかったら，だれもあなたと遊びたいと思わないでしょう。
それは他の人にとって面白くありません。

⿎遊びに飽きたら，変えることを提案する。
－ゲームの途中で，その場を離れて「もう飽きたよ」と言うことはやめます。

その行動は，他の人の気持ちを傷つけるかもしれません。あなたはスポーツマンシップがわかっ
ていない人だと思われます。

－もし飽きたら「これが終わったら，次は違うことをしない？」と言いましょう。
⿎ごまかし（不正行為）をしない。
⿎ルールに従ってプレイする。
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⿎競争にこだわりすぎない。
⿎自分が勝っても自慢しない。

－勝つことは，それほどたいしたことではないというように振る舞います（喜びを表すのは良い）。
－もしあなたが自慢したら，他の人の気分を悪くしてしまいます。あなたとまた一緒に遊びたい（試

合をしたい）と思わないかもしれません。
⿎自分が負けたとき，ふてくされたり，怒ったりしない。

－もしあなたがふてくされたり，怒ったりしたら，あなたはスポーツマンシップがわかっていない
人だと思われるでしょう。他の人たちは，またあなたと遊びたい（試合をしたい）と思わないか
もしれません。

⿎ゲームの終わりには“良いゲームだったね”と言う。
－この言葉は，あなたがスポーツマンシップを身につけた人だということを示します。周りの人は

良い気分になるでしょう。
⿎誰かがケガをしたときは，助けたり，気遣ったりする。

宿　題

１．子どもたちは，友だちを家に呼んで遊びます。
ａ．一緒に遊ぶ予定を立てるためにグループ外電話をします。

ⅰ．共通の興味を見つけるために情報交換します。
ⅱ．一緒に遊ぶときに何をするのかを決めます。

ｂ．保護者は，少し離れたところで，遊んでいる様子をモニターします。
ｃ．遊びは，何か活動をするものにします。
ｄ．子どもたちが，ゲストと情報交換することを確認します。

ⅰ．一緒に遊ぶ時間の50％は情報交換に使います。
ⅱ．最初の遊びは，約2時間までに制限します（活動による）。

２．スポーツマンシップの練習をします。
ａ．この宿題は，今週子どもたちが，友たちと一緒に遊ぶ約束をしたときやそれ以外の場面で，

ゲーム（ビデオゲームやコンピュータゲーム，ボードゲームやカードゲーム）やスポーツを
しているときに練習することができます。

ｂ．もし保護者が一緒に遊んでいる様子を見ることができない場合は，保護者と子どもはスポー
ツマンシップについて話し合います。

３．少なくとも2人以上の子どもの会話に入る練習をします。
ａ．少なくとも，グループの一人は知っているという会話を選ぶようにします。
ｂ．あなたが受け入れられやすく，また悪い評判がないと思われる場を選びます（例：拒否され

る可能性が低い場）。状況によっては，新しい場を探す必要があるかもしれません。
ｃ．保護者と子どもは，どのように会話に入って，抜けたのか（そのような場面があれば）につ

いて話し合います。
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４．室内ゲームをもってくる。
ａ．グループで一緒に遊べる室内ゲームをもってきます。

（例：年齢に合ったボードゲームやカードゲームなど。一人遊びのゲームは外します）
ｂ．次のようなものはもってきません。

ⅰ．グループのメンバーと一緒に遊びたくないもの。
ⅱ．壊れたり，なくしたりすることが心配なもの。
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10 拒否Ⅰ
からかい言葉・とまどい言葉への対応

からかい言葉を受けとめて流す

⿎言われたことが気になっていないというように振る舞う。
⿎相手が言ったことを受けとめて，軽くおもしろがる。

－決してからかってくる人をからかってはいけません。これは，あなたをトラブルに巻き込むだけ
です。

⿎からかい言葉を受けとめて流すために，簡単な言葉を返す。
－からかい言葉を受けとめて流すために返す台詞は，短いものにします。
－もしあなたが言われたことに対してしゃべりすぎたら，相手の人たちは，あなたが実は気にして

いると思うでしょう。
－例

だから⁉
なんとでも言って。
大したことないよ。
それで⁉
それがどうかした？
へ～，それで？
それで，言いたいことは？
ふ～ん，そうかなあ？
別にどうでもいいよ
それっておもしろい？
そんなこと気にするかなあ？

⿎あなたが気にしていないことを示すためのしぐさをする。
－肩をすくめ，頭を振り，その場を離れます。
－呆れた表情で目をくるっと回して，その場を離れます。

⿎からかった相手に，言われたことが気になっていないということを見せることをせず，その場を離
れない。
－からかった相手に，あなたが逃げたと思わせないようにします。
－からかった相手が，あなたを追いかけてしつこくからかうかもしれません。
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⿎暴力をふるう相手には，からかい言葉を受けとめて流すということはしない。
－いじめっ子をもっと激しい暴力で仕返ししようという思いにさせるかもしれません。

⿎親や先生，その他の大人の人には，からかい言葉を受けとめて流すということはしない。

とまどい言葉（フィードバック）への対応の仕方

とまどい言葉の例 試してみるとよい方法の例

「あなたの服装おかしいよ」 着るものを変える。その学校で子どもたちがよく着
ているような一般的なスタイルに従ってみる。

「臭いよ」 防臭剤（デオドラント）を使う。お風呂に入る。

「髪の毛，べたべただね」 もう少し頻繁に髪を洗う。ヘアジェルを控える。

「肩の上にあるのは雪？」（ふけ） ふけとりシャンプーを使う

「息がくさい」
食事の後に，口臭をおさえるミントなどを使う。
もっと歯を磨く。マウスウォッシュを使う。ガムを
噛む。

「ゲーム，下手だな～」 そこまで強くない相手とゲームする。

「飛ばさないで！」
（話しているときに唾が飛んでいる場合）

話すときに，唾を飛ばさないように気をつける（話
すときに，もっと飲み込むようにする）。

「歯に食べ物が詰まっているよ」 食事の後に歯を磨く。食事の後にガムを噛む。
フロスを使う。

「怒鳴らないで。話し声が大きすぎるよ」 もっと小さい声で優しく話す。

「何言っているか聞こえないよ」 もっと大きな声で話す。

「全然おもしろくないな～」 ユーモアの反応をよく見る。冗談を聞く人になるこ
とを考える。

宿　題

１．友だちと一緒に遊ぶ。
ａ．一緒に遊ぶ予定を立てるためにグループ外電話をします。

ⅰ．共通の興味を見つけるために情報交換します。
ⅱ．一緒に遊ぶときに何をするのかを決めます。

ｂ．保護者は，少し離れたところで，遊んでいる様子をモニターします。
ｃ．遊びは，何か活動をするものにします。
ｄ．子どもたちが，ゲストと情報交換することを確認します。

ⅰ．一緒に遊ぶ時間の50％は，情報交換に使います。
ｅ．はじめての遊びの機会には，遊ぶ時間を約2時間までにします（活動による）。
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２．スポーツマンシップの練習する。
ａ．この宿題は，今週子どもたちが，友だちと一緒に遊ぶ約束をしたときやそれ以外の場面で，

ゲーム（ビデオゲームやコンピュータゲーム，ボードゲームやカードゲーム）やスポーツを
しているときに練習することができます。

ｂ．保護者と子どもは，もし保護者が一緒に遊んでいる様子を見ることができない場合は，スポー
ツマンシップについて話し合います。

３．室外ゲームをもってくる。
ａ．グループで一緒に遊べる室外ゲームをもってきます。
ｂ．次のようなものはもってきません。

ⅰ．グループのメンバーと一緒に遊びたくないもの。
ⅱ．壊れたり，なくしたりすることが心配なもの。

４．今週，もしからかわれることがあったら，からかい言葉を受けとめて流す練習をする。
ａ．保護者と子どもたちの間で，からかい言葉を受けとめて流す練習をしても良いです。
ｂ．保護者と子どもたちは，子どもがどんな風にからかい言葉を受けとめて流したかということ

について話し合います。
ⅰ．からかい言葉を受けとめて流すというのは，兄弟間で使ってみると良いでしょう。
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11 拒否Ⅱ
いじめや悪い評判への対応

いじめにどう対応すれば良いか

⿎目立たないように，おとなしくしておく。
－おとなしく，控えめな態度を取ります。
－自分に注目が集まらないようにします。

⿎いじめっ子を避ける。
－いじめっ子のいるところから離れます。
－いじめっ子に話しかけようとしません。
－いじめっ子と友だちになろうとしません。

⿎いじめっ子を怒らせない。
－いじめっ子には，からかい言葉を受けとめて流すことをしません。

これは，いじめっ子をより怒らせることになるだけかもしれません。
保護者は，いつ，からかい言葉を受けとめて流すという方法を使うべきかを，子どもと一緒に

考えましょう。
⿎悪口を言ってからかってくる人には，からかい言葉を受けとめて流す方法は使えます。
⿎暴力を使ういじめっ子には，からかい言葉を受けとめて流す方法は使いません。

－いじめっ子をからかってはいけません。
－いじめっ子に対しておかしな振る舞いをしたり，いじめっ子のことをおもしろがったりしてはい

けません。
－いじめっ子の小さいルール違反について告げ口をし，相手を困らせることをしません。

もし誰かがケガをさせられそうな場合は，介入します。
⿎いじめっ子があなたに仕返しをしないように，いじめっ子やその仲間に気づかれないように

しましょう。
⿎他の人たちと一緒にいる。

－一人になることを避けます。
－いじめっ子は，一人でいる人や，守られていない人をターゲットにしやすいです。

⿎危険な状態になったときは，大人の助けを求める（例：親，先生，校長先生など）。
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悪い評判を変えるためのステップ

⿎目立たないように，おとなしくしておく。
－おとなしく，控えめな態度を取ります。
－自分に注目が集まらないようにします。

⿎グループに合わせる。
－グループ（仲間）に合わせるようにします。

周りの人に合わせる行動は，しばしば友だち関係を深めることになります。
（例：他の友だちと同じ興味があることを見せたり，仲間に優しく接したりする）

－グループ（仲間）のなかで，目立たないようにします。
変わった方法で目立ってしまうのは，次のような場合です。
悪いと思われる行動をして，あなたがトラブルに陥る（例：かなり感情的になったり，攻撃的

に振る舞ったりすること。友だちの小さなルール違反を報告することなど）。
仲間の平均的な服装から全く違う格好をすることや，あまり一般的でない興味についてしゃべ

りすぎること。
⿎あなたの評判を変えるために外見を変える。

－あなたが，自分を傷つけている評判を変えようとしていると人に知らせる一番早い方法は，見た
目を変えることです。

－他の仲間と合うように，外見を変える必要があるかもしれません。
服装を選ぶことは，あなたがどんな人になりたいかを考えるということでもあります。
仲間から遠ざかってしまうような型破りなファッションを主張することは避けましょう。
他の子どもたちと合わせるために，ヘアスタイルを変える必要があるかもしれません。

－見た目を変えると，何かこれまでにないことがあって，あなたが変わったと周りの人に知らせる
ことになります。

⿎あなたのこれまでの評判を受け止める。
－あなたのこれまでの評判のなかで，何か本当のことがあれば受け止めましょう。
－人々にあなたが変わったこと，そして，それを示す機会を望んでいることを知らせます。
－誰かがあなたの悪い評判について何かコメントをしたら，次のように言うのも良いでしょう。「自

分のことをそんな風に言われているのは知ってるよ。でも今は違うんだ」
⿎新しいグループや仲間を見つける。

－あなたの評判は，しばしばあなたのグループや仲間によって決まります（あなたが誰と一緒に過
ごしているか，など）。

－あなたの評判を知らないか，気にしない友だちを見つけましょう。
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宿　題

１．友だちと遊ぶ。
ａ．一緒に遊ぶ予定を立てるためにグループ外電話をします。

ⅰ．共通の興味を見つけるために情報交換します。
ⅱ．一緒に遊ぶときに何をするのかを決めます。

ｂ．保護者は，少し離れたところで，遊んでいる様子をモニターします。
ｃ．遊びは，何か活動をするものにします。
ｄ．遊ぶときに，スポーツマンシップの練習をします。
ｅ．子どもたちが，ゲストと情報交換することを確認します。
ⅰ．一緒に遊ぶ時間の50％は，情報交換に使います。
ｆ．はじめて遊ぶ機会には，遊ぶ時間を約2時間までにします（活動による）

２．もし今週そのような場面があったら，からかい言葉を受けとめて流す練習をする。
ａ．保護者と子どもは，からかい言葉を受けとめて流す練習をしましょう。
ｂ．保護者と子どもは，子どもがどんな風にからかい言葉を受けとめて流したか話し合う必要が

あります。
ｃ．からかい言葉を受けとめて流す練習は，兄弟の間ですると良いでしょう。

３．室外ゲームやスポーツの道具をもってくる。
ａ．グループで一緒に遊べる室外ゲームやスポーツの道具をもってきます。
ｂ．次のようなものはもってきません。

ⅰ．グループのメンバーと一緒に遊びたくないもの。
ⅱ．壊れたり，なくしたりすることが心配なもの。

４．もし，子どもの状況に適していれば，いじめへの対応や，悪い評判を変える練習をします。
ａ．保護者は，いじめにどう対応しているか，子どもと話し合います。
ｂ．保護者は，どのように悪い評判を変えられるか，子どもと話し合います。
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12 思いのすれ違いへの対応方法

思いのすれ違いへの対応方法

１．気持ちを落ち着かせる。
ａ．落ち着く。
ｂ．慌てない。

２．まず，相手の意見を聞く。
ａ．まず，相手の意見を聞く。
ｂ．これは，意見の違いが何なのかを理解するのに役立ちます。
ｃ．聞くことは，コミュニケーションの大事な部分であり，相手の視点を理解することを助けて

くれます。
３．相手の人が言ったことを繰り返す。

ａ．あなたが相手の話を聞いていることを知らせるために，相手があなたに言ったことを，繰り
返して伝えるようにしましょう。

ｂ．普通は「それは～のようですね」という言い方で繰り返します。
ⅰ．戸惑っているようですね。
ⅱ．怒らせたみたいだね。
ⅲ．気持ちを傷つけてしまったんだね。

ｃ．例
ⅰ．「あなたが私についての冗談を言うと，腹が立ちます」

返す言葉：「あなたを戸惑わせたようですね」
ⅱ．「あなたが私をからかうと，嫌な気分になります」

返す言葉：「私が言った言葉が，あなたを嫌な思いにさせてしまったようですね」
４．自分の意見を説明する。

ａ．もし何か誤解があったら，あなた側の意見を説明します。
ｂ．相手のことを間違っていると言うのは避けます。

ⅰ．これは単に相手を戸惑わせ，その議論をエスカレートさせるだけです。
ｃ．落ち着いて，あなた側の意見を説明します。

５．ごめんなさいと言う。
ａ．誰かが怒ったり，悲しんだり，戸惑っているときは，ごめんねと言うことは役立ちます。
ｂ．ごめんねと言うことは，あなたが何か間違ったことをしたと認めるという意味ではありま 
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せん。
ｃ．あなたは，相手にそのように感じさせてしまったことに対して，ごめんなさいと言うことが

できます。
６．問題解決を試みる。

ａ．相手に，これから何を変えていこうとしているのかを伝えます。
ⅰ．例：

１．「もうあなたを戸惑わせることがないようにするよ」
２．「あなたについての冗談を言わないようにするね」
３．「またあなたを困らせないようにします」

ｂ．相手に，あなたにどうしてほしいと思っているのかを尋ねます（もし，自分の何を変えれば
いいかわからない場合）。
ⅰ．例

１．「あなたが元気になるためには，何をすればよいでしょう？」
２．「私にどうしてほしいですか？」
３．「これを直すためには，何をすればよいですか？」

ｃ．あなたが相手の人にしてほしいと思っていることを提案します（もし，あなたが相手に対し
て困っている場合）。
ⅰ．例

１．「もしあなたが同じことをしなければ，それで良いです」
２．「あなたが，また私を困らせることがないように気をつけてくれたら良いのです」
３．「私のことを，これ以上からかうことがなければ良いです」

ｄ．もし，その問題を解決できないときは―
ⅰ．自分を落ち着かせます。
ⅱ．仮に相手が間違っていても，相手が「間違っていた」と認めることは期待しません。

１．目指すところは，相手に謝らせたり，間違っていると認めさせたりすることではあ
りません。

２．ゴールは，その思いのすれ違いを終わらせることです。

宿　題

１．友だちと遊ぶ。
ａ．一緒に遊ぶ予定を立てるためにグループ外電話をします。

ⅰ．共通の興味を見つけるために情報交換します。
ⅱ．一緒に遊ぶときに何をするのかを決めます。

ｂ．保護者は，少し離れたところで，遊んでいる様子をモニターします。
ｃ．遊びは，何か活動をするものにします。
ｄ．遊ぶときに，スポーツマンシップの練習をします。
ｅ．子どもたちが，ゲストと情報交換することを確認します。

ⅰ．一緒に遊ぶ時間の50％は，情報交換に使います。
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ｆ．はじめて遊ぶ機会には，遊ぶ時間を約2時間までにします（活動による）
2. （もし今週そのような場面があったら）からかい言葉を受けとめて流す練習をする。

ａ．保護者と子どもは，からかい言葉を受けとめて流す練習をしましょう。
ｂ．保護者と子どもは，子どもがどんな風にからかい言葉を受けとめて流したか話し合う必要が

あります。
ｃ．からかい言葉を受けとめて流す練習は，仲間や兄弟でするのが良いでしょう。

3. （もし子どもの状況に適して入れば）いじめへの対応や悪い評判を変える練習をする。
ａ．保護者は，どのようにいじめに対応すれば良いかを子どもと話し合います。
ｂ．保護者は，どのように悪い評判を変えることができるかを子どもと話し合います。

４．室外のスポーツ道具をもってくる。
ａ．グループで一緒に遊べる室外のスポーツ道具をもってきます。

ⅰ．一人遊びのゲームや道具は外します。
ｂ．次のようなものはもってきません。

ⅰ．グループのメンバーと一緒に遊びたくないもの。
ⅱ．壊れたり，なくしたりすることが心配なもの。

5. （もし今週そのような場面があれば）思いのすれ違いに対応する練習をします。
ａ．保護者は，思いのすれ違いにどう対応したかを子どもと話し合います。

ⅰ．兄弟間での思いのすれ違いがあるとき，練習をすると良いでしょう。
ｂ．保護者と子どもたちは，ロールプレイをして練習しても良いでしょう。

PEERSの卒業式は2週間後です！
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13 うわさやゴシップへの対応方法

うわさやゴシップへの対応方法

〈うわさやゴシップのターゲットになることを避ける方法〉
⿎うわさ話をする人と友だちになることを避ける（気軽な交流も含めて）。

－他の人のうわさ話をする人は，人のうわさを言って流し広げることが好きな人たちです。
⿎ゴシップを言う人を怒らせない（刺激しない）。

ゴシップを言う人や彼らの友だちの秘密やうわさを言ったり，おもしろがったりしません。
相手を刺激し，仕返しをされることになります。

⿎他の人のうわさ話を広げない。
－あなたについてうわさを流している人たちに対して，仕返しをすることは避けます。
－一般的に言って，人のうわさを広げることは避けます。

人を傷つけます。
（うわさを広げると）あなたと友だちになりたいと思わないでしょう。

〈あなたがうわさのターゲットになっているときにすること〉
⿎戸惑っている（動揺している）ことを見せない。

－もしあなたが戸惑っていることを人に見せたら―
防衛的に見えるでしょう。
うわさ製造工場に燃料を投入することになります。
人々は，あなたがどんなに戸惑っているかについてうわさを広げはじめるでしょう。

⿎うわさを広げている人に立ち向かわない。
－単に対立を深めるだけでしょう。

その人は，あなたについてのうわさをもっと広げはじめるかもしれません。
その結果，議論やけんかという結果になるかもしれません。
その人は，あなたについてのうわさを広げる正当な理由があると感じるでしょう。

－うわさを広げる人は，しばしばあなたが立ち向かってくることを待っています。
⿎うわさを広げている人を避ける。

－うわさを広げている人と，距離を取ります。
－うわさを広げている人は，あなたが立ち向かってくることを期待しているかもしれません。

あなたが立ち向かうことで，相手に満足させてはいけません。
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－うわさがもっと広がることになり，うわさ製造工場に燃料を投入することになります。
⿎驚いたように振る舞う。

－そのうわさが，いかに馬鹿げているか驚いているという印象を与えます。
－間接的に，そのうわさが事実ではないと伝えることになります。
－そのうわさを広げた人の信用を傷つけることになります。

例
⿎「誰がそんなこと信じるかなあ。馬鹿げているよ」
⿎「そんな事を言っているなんて信じられないよ。笑い話だね」
⿎「誰かがそんなことを信じるなんて思えないね。いい加減にしてほしいよ」

⿎自分についてのうわさを流す。
－実際に今うわさが広がっていることを認めますが，それがいかに馬鹿げているかを伝えます。

間接的に，そのうわさが真実ではないと伝えることになります。
あなたはうわさを広げている人の信用を（本人に立ち向かうことなしに）傷つけることになり，

他の人がそのうわさを広げる可能性が小さくなります。
－特に，あなたの味方である友だちには伝えます。
－他の人がそれを聞き取れるところで，このうわさを流します。
－これによって，しばしばうわさは消えます。なぜなら―

うわさを流している人が，愚かに見えるからです。
人々がそのうわさを広げつづけることは減ります。なぜなら，自分たちも愚かに見えるから 

です。

宿　題

1. （もし今週そのような場面があったら）うわさやゴシップへの対応方法を練習する。
ａ．子どもたちは，うわさを言う人たちを避けるようにすべきです。
ｂ．もし適切な場面があったら，うわさやゴシップへの対応方法を使ってみます。

２．友だちと遊ぶ。
ａ．一緒に遊ぶ予定を立てるためにグループ外電話をします。

ⅰ．共通の興味を見つけるために情報交換します。
ⅱ．一緒に遊ぶときに何をするのかを決めます。

ｂ．保護者は，少し離れたところで，遊んでいる様子をモニターします。
ｃ．遊びは，何か活動をするものにします。
ｄ．遊ぶときに，スポーツマンシップの練習をします。
ｅ．子どもたちが，ゲストと情報交換することを確認します。

ⅰ．一緒に遊ぶ時間の50％は，情報交換に使います。
ｆ．はじめて遊ぶ機会には，遊ぶ時間を約2時間までにします（活動による）。

3. （もし今週そのような場面があったら）からかい言葉を受けとめて流す練習をする。
ａ．保護者と子どもは，からかい言葉を受けとめて流す練習をしましょう。
ｂ．保護者と子どもは，子どもがどんな風にからかい言葉を受けとめて流したか，話し合う必要
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があります。
ⅰ．からかい言葉を受けとめて流す練習は，仲間や兄弟ですると良いでしょう。

4. （もし子どもの状況に適している場合）いじめへの対応や悪い評判を変える練習をする。
ａ．保護者は，どのようにいじめに対応すれば良いかを子どもと話し合います。
ｂ．保護者は，どのように悪い評判を変えることができるかを子どもと話し合います。

5. （もし今週そのような場面があれば）思いのすれ違いに対応する練習をする。
ａ．保護者は，思いのすれ違いにどう対応したかを子どもと話し合います。

ⅰ．兄弟間での思いのすれ違いがあるとき，練習をすると良いでしょう。
ｂ．保護者と子どもは，ロールプレイをして練習すると良いでしょう。
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14 プログラムの終了と卒業

これからに向けて―最後のメッセージ

１．課外活動
ａ．子どもが友だちを作るために，課外活動（学校の授業以外の活動）に参加することは非常に

重要なことです。
ｂ．同じ時期に少なくとも1つの課外活動に参加することを薦めます。

ⅰ．同時期に1つ以上の活動は，子どもによっては負担が大きいかもしれません。
ｃ．もしあなたの子どもが学校で悪い評判があるとしたら，学校以外の地域で課外活動を探す必

要があるでしょう。
ｄ．保護者は，子どもの興味に基づいた課外活動について子どもと話し合い，どれに参加するの

かを決めます。
ｅ．保護者は，子どもが選べるようにオプションを考える必要があるかもしれません。
ｆ．課外活動は，子どもが他の子どもたちと定期的に関われるものにすべきです。
ｇ．保護者は，子どもがこれらの活動に確実に申し込む責任があります。

ⅰ．子どもが自分で申し込むのを待つべきではありません。
ⅱ．一部の保護者には，子どもが課外活動に参加することを義務づける必要があります。一

方で，他の保護者には，子どもたちに強く提案するだけで良いでしょう（子どもの様子
に応じて対応を検討する）。

ｈ．新しい活動を提示する際には，子どもに「参加したい？」と言うより，「どれに参加したい？」
と尋ねましょう。
ⅰ．活動に参加するかどうかは，子どもと話し合いません。
ⅱ．どの活動に参加するかについては，子どもと話し合います。

２．友だちと一緒に遊ぶ
ａ．子どもが定期的に友だちと一緒に遊ぶのも，とても大切なことです。
ｂ．一緒に遊ぶことは，子どもが友だち関係を築き，親しくなっていくための方法です。
ｃ．あなたの子どもが，最初に新しい子どもと友だちになろうとしているときは，保護者は子ど

もの様子をさりげなく見ることができる自宅で，一緒に遊ぶように励ましましょう。
ⅰ．新しい友だちが，子どもに適切な相手であるかを確認します（例：からかったり，無視

したり，言い合いになったり，あなたの子どもをトラブルに巻き込んだりしない）。
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ｄ．多くの10代の子どもたちは，平均して1週間に1～2回，友だちと一緒に遊んでいます。
ⅰ．PEERSでは，少なくとも週に1～2回，友だちと一緒に遊ぶことをひとつの目標にして

います。
ｅ．ある子どもと最初に一緒に遊ぶ場合は，約2時間を限度にすべきです（活動による）。

ⅰ．子どもたちが友だち関係を維持するにつれて，一緒に遊ぶ時間は長くなるかもしれませ
ん。

３．からかいといじめ
ａ．保護者は，子どもが仲間からのからかいやいじめへ対応するのを助けます。
ｂ．からかい言葉を受けとめて流す方法：

ⅰ．返す言葉は，短く簡単で，あなたが気にしていないという印象を与えるものにします。
ⅱ．例

１．だから⁉
２．どんなふうにでも。
３．大したことないよ。
４．それで⁉
５．それがどうしたっていうの？
６．へ～それで？
７．それで，言いたいことは？
８．ふ～ん，そうかなあ？
９．別にどうでもいいよ
10．それって，おもしろい？
11．そんなこと気にするかなあ？

ｃ．いじめへの対応
ⅰ．目立たないように，おとなしくする。
ⅱ．いじめっ子を避ける。
ⅲ．いじめっ子を怒らせない。

１．からかい言葉を受けとめて流す方法は，言葉でのからかいにのみ使い，暴力的な相
手には使いません。

ⅳ．他の人たちと一緒にいる。
ⅴ．危険な状態になったときは，大人の助けを求める。

ｄ．子どもが学校でいじめられていたり，からかわれたりしているとき―
ⅰ．子どもに，からかわれていることや，いじめられていることで，どう感じているかを簡

単に話させます。
ⅱ．子どもが，どのようにからかいやいじめに対応したかを，聞き取りながら判断します。
ⅲ．もし，子どもが正しいステップに従っていなかったら，子どもとその状況に対応する

PEERSで習った方法を振り返ります。
１．子どもと習ったステップを使えるように一緒に取り組みましょう。
２．やり方が間違っているということを，子どもに厳しく指摘をするのはやめます。

ⅳ．また将来そのような場面があったらどうすべきか，PEERSで学んだステップを振り返り，
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子どもと話し合います（例：ルールやステップに従う）。
ⅴ．もしあなたの子どもがいじめで危険な状態あると思われる場合は，すぐ学校とコンタク

トを取りましょう。
４．悪い評判を変える

a. （もし必要であれば）評判を変えるために行動するために子どもをサポートするのは，大人の
責任です。

ｂ．あなたの子どもの悪い評判を変えるために，今取り組んでいることについて，必要があれば
話し合いを続けましょう。

ｃ．今回紹介した悪い評判を変えるためのステップを覚えておいて，子どもとの話し合いのとき
に提示しましょう。
ⅰ．目立たないように，おとなしくしておく。
ⅱ．グループに合わせる。
ⅲ．評判を変えるために，自分の外見を変える。
ⅳ．これまでの評判を受け止める。
ⅴ．新しいグループや仲間を見つける。

ｄ．子どもの噂がおさまるのを待っている間，学校以外の友だちが見つかる場を探すのを助けて
あげてください。

５．PEERSのスキル
ａ．新しい友だちを作るために，PEERSで学んだスキルを使うように励ましてください。
ｂ．新しい友だちを作る一番よい時期は，新年度（新しい学年の始まり）が始まったときです。
ｃ．これから，子どもと保護者用の配布資料を見ながら，思いのすれ違いへの対応，うわさへの
対応，からかいやいじめへの対応，悪い評判を変える方法など，時々必要なスキルを思い出
させて復習しましょう。


